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パラメータ推定(ベイズ推定)プログラムの実行方法 

 

本説明では， 

ソースコードのファイル名を SLRGt1.m， 

試験体データのファイル名を Dataset-v2r53.xlsx， 

降伏変形角データのファイル名を rydata.xlsx， 

損傷変形角データのファイル名を rddata.xlsx， 

終局変形角データのファイル名を M_RbsSkl1p2.xlsx， 

計算耐力データのファイル名を output_joint_zyuzi(exp).xlsx， 

としています。 

 

準備 

・SLRGt1.zip をダウンロード。 

・ダウンロードした SLRGt1.zip を解凍。下記のような階層のフォルダが作られる。 

    SLRGt1----- SLRGt1.m 

             -- func (上記のコードで使用する function が入っているフォルダ) 

・SLRGt1 フォルダに「試験体データファイル」と「降伏変形角データファイル」と「損傷変形角データ

ファイル」と「終局変形角データファイル」と「計算耐力データファイル」を入れる。 

 

手順 1 

・Matlab で上記の SLRGt1 フォルダを選択し，ソースコードを開く 
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手順 2 

・ コード 63 行目の dataname = '********';の*箇所を，開きたい試験体データファイル名にする。 

・ コード 66 行目の jointname = '********';の*箇所を，開きたい計算耐力データファイル名にする。 

・ コード 70 行目の digitizer12name = '********';の*箇所を，開きたい降伏変形角データファイルにする。 

・ コード 72 行目の digitizer12name = '********';の*箇所を，開きたい損傷変形角データファイルにする。 

・ コード 74 行目の digitizer12name = '********';の*箇所を，開きたい終局変形角データファイルにする。 
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手順 3 

・ コード 29-33 行目のベイズ推定の事前分布の範囲設定を行う。 

・ 変数の意味は下記の通り， 

 pb0La：事前分布における中央値の設定範囲の下限値 

 dpb0L：事前分布における中央値の設定範囲の離散化での増分値 

 pb0Lb：事前分布における中央値の設定範囲の上限値 

（下図の設定だと， 0~0.1 の範囲を 0.001 刻みで，離散化し，事前分布の中央値とする） 

 zeta：事前分布における対数標準偏差の基準値 

 Vprt：事前分布における分散の基準値 

 rpVa：事前分布における分散の設定範囲の下限値係数（下限値＝下限値係数＊基準値） 

 rdpV：事前分布における分散の設定範囲の離散化での増分値係数（増分値＝増分値係数＊基準

値） 

 rpVb：事前分布における分散の設定範囲の上限値係数（上限値＝上限値係数＊基準値） 

（下図の設定だと，0.01 ൈ 0.6ଶ~3 ൈ 0.6ଶの範囲を0.05 ൈ 0.6ଶ刻みで，離散化し，事前分布の分散とす

る） 

 

 

 

手順 4 

・ コード 35 行目の DState = *;の*箇所を，分析したい損傷度の値にする。 

・ コード 38 行目の JRank = *;の*箇所を，分析したい接合部ランクの値にする。 

（ランク１～４のデータを区別せずに分析したいときは，「5」を選択。ランク２～４のデータを区別

せずに分析したいときは「6」を選択） 
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手順 5 

・コードを実行する。 

⇒処理が終わるとコマンドウインドウに下記のような表示が現れ，Figure1 と Figure11 が現れる。 

 

 

Figure1 の情報が重要で，中央値と対数標準偏差をメモする。 

 
・他の損傷度・接合部ランクを分析したい場合，手順 4 に戻る。 


